
研究主題                         

「主体的・対話的な学びの姿勢の育
成と活発な言語活動を目指して」 
～リーダー経験を取り入れた授業実
践～ 
１ 研究仮説 
（１）主体的・対話的な姿勢と活発な言語活動を 

実現するには，リーダーを中心にグループ 
活動のやり方などを工夫することが有効 
であろう。 

（２）リーダーに，ファシリテーションスキル（話 
合いの技術）を意識させることで，より効 
果的なリーダーシップを発揮することが 
できるであろう。 

２ 研究の手だて 
（１）仮説１に対して 

①グループ活動の場面を設定し，課題（フォ
ーメーション，技術等）について話し合わ
せる。 

②ゲームを行う中で，どのような声掛けがあ
るかチェックする。 

  ③４回の授業と手立ての後に，言語活動調査
シートによって生徒自身が客観的に活動
を観察し，評価シートに記入する。 

（２）仮説２に対して 
  ①リーダーに対する意識調査を実施する。 

②課題を設定し，リーダー経験をする。 
③ファシリテーションスキルを紹介する。 
④課題を設定し，ファシリテーターという役

割を通してリーダーの経験をする。 
⑤手立てをしない状態とファシリテーショ

ンスキルを学んだ後での，話合いの参加度
や内容，活発さを調査する。 

３ 研究実践 
（１）仮説１について 
  ①グループワークの行い方では，リーダーが

主体的に行い，経験者や部活動の生徒を中
心に話合いを展開させた。 
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②ゲーム中の声掛けに関しては，必要な声掛
けとは何かを考えさせ，技術面，戦術面，
精神面の要素に触れ，各種目の特性上，効
果的な声掛けを意識できるよう指導した。 

（２）仮説２について 
  グループの課題は，卓球では「卓球の楽しさ」，

ダンスでは「グループの目標」と設定した。
ファシリテーションを取り入れた実践では，
卓球では「卓球のラリーを含めた上達方法」，
ダンスでは「構成のねらい」と設定しグルー
プ活動を行った。 

４ 成果 
（１）仮説１について 

言語活動の充実として，リーダーや経験者を中
心に話合いをすることで，何も支援をしない状
態より活発になった。経験者が中心となって展
開する方が未経験者にとって参加しやすく，主
体的に活動することができた。試合における言
語活動に対して，全体的に評価が高くなってお
り，ゲームに前向きに参加し，明るい雰囲気で
互いの声掛けも大幅に増加した。 

（２）仮説２について 
 ファシリテーションを取り入れた実践では，グ

ループの言語活動が活発になった。意見をすぐ
に求める形式でなく，考察を①個人→②グルー
プ→③全体と段階を踏んで進めた。それぞれの
意見を付箋紙に書き出し，ファシリテーターの
声かけによりグルーピング活動を班員全員で
行うことで，主体性や具体性が生まれた。各班
の話し合いの内容を掲示して共有することで，
新たな意見やヒントを得ていた。他者の意見を
聞くことや考えを知ることで，興味や主体性，
意欲が向上した。 

５ 課題 
各単元で多くの生徒が，リーダーを体験する機
会をいかに確保していくかが今後の課題であ
ると感じた。 



【言語活動調査シートの結果】 

 

 

 

 

 
 
 

【ファシリテーターマニュアル】 

 
 
【ファシリテーションの実践】 
・グループ活動 
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・話し合いの結果 

 


